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津市大里睦合町

あんきぐんたいごう
奄芸郡田井郷（和妙類聚抄931-938）

三重県津市大里睦合町
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平安時代「田井郷」として和妙抄に登場後、江戸時代には紀州徳川家の飛び地。
明治8年（1876）隣村の野崎と合併して「睦合」、明治22年（1889）
他６字と合併して「奄芸郡大里村睦合」になる。昭和31年（1956）高野尾と
合併して「奄芸郡豊里村睦合」、昭和48年（1973）津市に編入して
「大里睦合町」となる。

大里村史　昭和34年　大里村史編纂委員会
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浅野和可（あさのかずよし）

東睦合自治会長



現在の津市大里睦合町東睦合地区

三重県
（緑色が津市）

津市
（緑の点が田井郷）



志登茂川水系。
微高地、段上住所。現状の土地区画のまま変わっていない。

段下一面に水田がある。圃場整備が30年前に行われた。

水田を使った米（近年は主にこしひかり）の生産。
畑での自家用野菜。

安濃ダムより自然放流がパイプラインで来ている。
志登茂川からの採水。ため池を利用。

40年前に開発された住居団地（豊郷第二団地）。
津市内から核家族などが移住。
事業者が山林、畑を転用。

伊勢湾台風で水田は被害を受けたが、住宅地に水は上がらず。
500年前に地震があった。
基本的にはきわめておだやか。



ごく一般的な、消防団、春秋の祭礼、町内会（自治会）がある。
自治会は、地域の景観維持と防災のたきだし訓練を兼ねた
「地域を守る会」を結成してコスモス祭りを行っている。
地蔵盆、百万遍はあるが講はない。

東睦合水利組合というものがあり、当番制でおこなう。

個人所有、入会地なし。

合併し津市の一部となって以来活動がない。
合併前に大里村史（大里村史編纂委員会１９５９）を編纂。

回覧板による自治会だよりの回覧

住所ではないが田に字名がある。
（古川ふるかわ、前沖まえおき、宮前みやのまえ、
河崎こうざき、作田さくた、雉の木きじのき）

延喜式の多為神社の祭礼がある。



伊勢別街道があり、伊勢神宮に通じている。

伊勢別街道は県道10号線（津関線）となっている。
国道23号線バイパスがあり、四日市を経て名古屋につながる。

二級河川志登茂川およびその支流。
５ｋｍほど下流で伊勢湾に流れ込む。

すぐそばをJR紀勢本線が通るが、
集落は一身田駅と下庄駅の間にあり、どちらも不便である。



道路は拡幅しているが形は変わっていない。
住居約300坪。大きな家には10人以上。
長男以外は出て行った。

前田川の際に田井の墓所がある。
管理は村で八軒で管理する。

昔は大工の指導の下、村人で協力して家を建てていた。
17・8年前が最後。
村に工務店はない。

延喜式の多為神社がある。
また、大里村史によると、古墳があったようである。

住宅は基本的に、母屋、離れの構造。納屋小屋も各家にあり。

氏神・・多為神社　延喜式内、天之穂日命、菅原道真（大里村史）

寺院・・千福寺　承和年間（834-848）、真言宗醍醐派（大里村史）
　　　　実相寺　天昇年間（1573-1593）、真宗高田派（大里村史）

※ここでいう管理は、３箇所ある墓
　所のうちの一つについてであるこ
　とが現地審査にて確認された。
　　（追記：千年村プロジェクト）
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気候も穏やかで、災害も少ない。
河川も数本あるので採水も容易にできる。
津市中心部からのアクセスもよいので、
非常に恵まれた環境である。

伊勢神宮に通じる伊勢別街道が近くにあり、
新しいバイパスも開通し車でのアクセスはよい。
ただし、電車の駅が近くにないので車がないと不便。

自治会の活動がしっかりしており、
住民の帰属意識が高く保たれている。
しかしながら、現在の６０代の後の世代に継承されていない。

集落に延喜式の神社、寺院、墓所があり、
集落維持の活動と結びついている。

田井郷は、緑が広がる懐かしい景観の里山でありながら、
伊勢神宮に通じる伊勢別街道に沿った位置にあることで交通の便がよく、
政治、経済の中心部である津市や鈴鹿の漁港までのアクセスにも優れています。

地形的には住居部分は微高地にあり、眼下に水田に適した湿地が広がっています。
気候も温暖で雪も少なく、これまで激しい地震や津波、洪水などの大きな被害はありませんでした。

これらのことは、財産や文化を継承するという点で集落の継続性に大きく寄与しており、
その結果、住民も穏やかで前向きであり、自治を重んじ、
基本的には保守でありながらもゆるやかな変化を受け入れる構えがあると感じられます。

現在も延喜式の氏神や、寺院での行事を中心にした自治が行われており、
行政の方針に対する集落内での判断が、是々非々で行われていることは自治精神の現れだと感じます。

以上のことより、私たち田井郷は千年村の要件を満たしていると考えます。

自治を支える田んぼと知恵　田井郷



2017年3月31日 2017年7月21日 佐々木 葉（早稲田大学／千年村プロジェクト）


